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（第 1章） 
人口 7000 万人以上のトルコ共和国において約 2000 万人の「アレヴィーAlevi」の人々
がいると言われる。Alevi の語義は「アリーの」「アリーの信奉者（支持者）」といった意
味である。Alevi はアラビア語の Alawi をトルコ語にした言葉であり、英語でも Alevi と
表記する。そのためにアレヴィー（Alevi）はアラウィー（Alawi）と混同されることが多
かった。しかし現在のアレヴィーはアラウィーとは別の考え方や習慣を持つ、別の集団で
あることが分かった。アレヴィーの意味はアリーを信奉する人々という意味であり、アレ
ヴィーリキは「アレヴィー性」「アレヴィーなるもの」の意味である。 
アレヴィーという言葉に含まれる人々は多様であり、人々・集団の自己認識も多様であ
り、言語的、宗教的、文化的（民族的）にも多様であり、民族としての自己認識も多様で
ある。このような中から、トルコ語話者であり、ある一定の方向性を持ってきている「ト
ルコ・アレヴィー」（そしてアナトリア・アレヴィーやアレヴィー＝ベクタシを含む）を中
心にどのような人々であるのか、彼ら／彼女らの考え方や思想と行動を明らかにすること
が本稿の目的である。 
この「アリー」は預言者ムハンマドの娘婿で（第四代）カリフでもあることからイスラ
ーム文化圏と密接に関連している。ただしアレヴィーの中には、アリーをムハンマドと対
等もしくは彼より上にいると考える人もいる。するとイスラーム文化圏にありながら、ス
ンニー派やシーア派とは異なる異端的、シーア派的な様相を示していると言わざるをえな
い。しかしながら、アリーがアレヴィーの開祖というわけではない。 
そこで、アレヴィーという言葉がどのように登場したのかを様々な種類の文献からたど
ってみると、Alevi 及びその類似語句の出現は 19 世紀後半である。英語文献などからする
と、トルコ東部でエスニック集団例えばアルメニア人による自治権拡大の要求が高まった
歴史的文脈で登場した。もちろん旅行者や冒険家・探検家や宣教師の紀行文や旅行記や報
告などにも類似の言葉が登場している。その頃からの考え方、アナトリア･アレヴィーはト
ルコ人であるという考え方も出てくる。ハスラック（1929）はアレヴィーをトルコ・アレ
ヴィーとした。これは当時の国際的な政治状況の中でトルコ民族主義の興隆との関連にお
いて形成されたと考えられる。その頃、バージ（1937）は当時アレヴィーの中に含まれる
諸集団がベクタシ教団と教義の点でほぼ同一としている。そして 20年代から 30年代初頭
にアレヴィーはトルコ民族主義の原型として称揚された。60年代にアレヴィーが再び政治
参加を通じて、表面に出てきた。 
これがトルコ共和国において、大きく展開するのが 90年代である。そこでまず 90年代
の日本におけるアレヴィーの記述について見てみる。するとそこには定型的な見方がある
ことが分かる。例えば、被差別で迫害を受けている人々である。そして、秘密の儀式が行
なわれており、男女一緒に儀式に参加すること、その儀礼の最後の方になるとロウソクが
消え、その暗闇の中で行なわれていることを想像し、アレヴィーあるいはそれと類似する
集団のクズルバシという集団の場合には不道徳的な行動が行なわれているという偏見や侮
蔑的な批難がなされていることが分かる。そしてそれは 90年代には一般にアレヴィーの情
報が流れるとともに、その表現も広まり、偏見が増幅されることになる。 
また政治的にもトルコ共和国でアレヴィーは勢力を持ち始める。90年代後半にアレヴィ
ーの中でも自己意識はアレヴィーが優先であり、クルド人などの意識は二義的になってい
ったといわれる。 
ここで 1990 年代に出てきた「トルコ・アレヴィー」は、トルコ語話者のアレヴィー／
アレヴィーリキである。アナトリア・アレヴィーという言い方もあるが地理的概念とも考
えられ、ここでは同様の意味内容としながらも、ここでは特に扱っていない。また「トル
コ人」にはスンニー派ムスリムが多いことから、ムスリムとしての考え方や習慣が影響を
及ぼしている。それはスンニー派であるベクタシュ集団（教団を含む）とアレヴィーを結
びつけてアレヴィー＝ベクタシ（アレヴィーリキ＝ベクタシリキ）という表記もある。 
そこでトルコ共和国としてアナトリア全体を見てトルコ・アレヴィーについてまとめた
シンデルデッカー『トルコ・アレヴィー』の諸説をたどってみる。 
アレヴィーとは何かといった場合に、様々な考え方がある。アレヴィーとはイスラーム、
それもスンニー派ムスリム、民主的・寛大・人間として正しいことをするという人々、穢
れた不道徳な人、異端者、生活の仕方、スーフィズム、シーア派、などなど様々な見られ
方、考え方をする人々であると見られた。 
シンデルデッカーは、アレヴィーは言語的にトルコ語を母語とするとしたが、するとク
ルド語話者やザザ語話者は除外されることになる。アレヴィーのスポークマンによるとア
レヴィーの人口は約 2000万人とする。地域的な偏りはあるが、おおよそトルコ共和国全域
に居住している。 
次にアレヴィーとイスラームとの関係を五行六信に見てみる。 
 アレヴィーの「神」は儀礼の際にアッラーと唱える場面によく遭遇する。しかしそれ以
外にハック（真理）、タンル（トルコ語の神）などの言葉も登場する。スンニー派イスラー
ムに見られる神と人間（奴隷）との関係をアレヴィーは考えないし、死後の世界について
も、イスラームの天国や地獄などの考え方をしない。「天使」については、知識としてあっ
ても、信仰の対象ではない。 
「聖典」についても、旧約聖書や新約聖書やコーランについての知識はある。しかしア
レヴィーの人々が生活の指針の典拠とするものは、アリー、ムハンマド、ハジュ・ベクタ
シュ・ヴェリなどの箴言や伝承である。また伝承を楽器演奏とともに伝える詩人のつくっ
たとされるデイシュ（詩文）などが重要視される。 
「預言者」ムハンマドやモーゼ、ダビデ、イエスなどを尊敬する。中でも重要な最後の
預言者としてイエスとムハンマドを尊重する。イエスの隣人愛や「神の愛、人間の愛」な
どの考え方はアレヴィーにとって親和性があると考えている。ムハンマドは預言者であり、
アリーのイトコであり、アリーの義父でもあるということで尊重する。しかしそれ以上に
アレヴィーは、ムハンマドとアリーを対等とする。 
「最後の審判」に関しては、アレヴィーはほとんど信じていない。場合によっては生ま
れかわりを信じている人にとっては、別の考え方になる。アレヴィーの考え方としては、
万能の神という考え方はあまり聞かれない。従って「運命」の考え方もイスラームとは異
なる。 
 次ぎに五行についてみてみる。 
「信仰告白」としては、アレヴィーが重要視するのは他の人とどのように交流するのか、
その人が人間として行動すること、他の人と相互交流をどのようにするのかが重要である
と考えている。 
ムスリムのする一日五回（スンニー派）、一日三回（シーア派）といった「礼拝」はしな
い。むしろジェム儀礼などが礼拝に相当するとも考えられる。 
アレヴィーの「断食」はイスラーム暦の第一番目の月（ムハッレム月）の 1-12日といわ
れる。それも実際に行なうのかどうかは不明である。アレヴィーは特に「喜捨」の決まり
はない。「巡礼」として、ハッジとなるメッカ巡礼はしない。むしろトルコ・アレヴィーは
自身が重要と考える聖者の廟に参詣に行く。ハジュ・ベクタシュ・ヴェリの廟はその点で
は最もトルコ・アレヴィーの参詣者を集める参詣場所（巡礼の場所）である。 
 
 アレヴィーは、80年代にも組織化が進むが、90年代に入ると組織、ワクフ（財団）、教
会（デルネキ）、団体・連合などが多数開設された。そしてアレヴィーの集会所であるジェ
ム・エヴィ、は多目的コミュニティ・センターとして建設された。その中では、アレヴィ
ー関連の儀礼ばかりではなく、子供たちの教育や趣味の教室にもなり、生活互助的な活動
の場所にも使われ、葬式や結婚式の場所にも使われた。 
アレヴィーという名称からすると、アリーは最も重要な人物となる。しかしながらアレ
ヴィーのアリー観は幾つかある。数種類ある。例えば、「アリーは（ムハンマドと同様）完
全なる人間の模範であった」「アリーは啓蒙と権威の点でムハンマドと同等」「アリーはア
ッラーとムハンマドとの三つにして一つであった」「アリーは彼自身神性を持つ」などの考
え方もある。 
ベクタシュとアレヴィーとの関係であるが、アナトリア・アレヴィーとベクタシュとは
違いがあるが、同様に見なしている。よくアレヴィーとベクタシュとを連結する書き方が
ある。この集団化の違いを「道は一つ、形は千」と表現している。 
またアレヴィーの人々は、ベクタシュ教団の名祖ハジュ・ベクタシュ・ヴェリの箴言を
引用することが多い。 
アレヴィーは聖書や儀礼などに、内的な深い神秘的な解釈をする。アレヴィーに共通し
て出てくることとして、「四つの扉 40の階梯」がある。四つの扉というのは「シェリアト
（宗教的法）」「タリカト（精神的道）」「マリフェト（精神的知識）」「ハキカト（精神的真
実）」の四つのドアを経て究極的な真実（ハキカト）との合一を達成し、真理、真実、神と
合一してハックになることという。しかしどの程度儀礼参加者などに共有されているかは
不明瞭なところがある。 
アレヴィーの信仰や実践として民俗宗教や迷信をも重要とする。そこからはアレヴィー
＝ベクタシュの聖者やデデたちの奇跡の偉業への信仰を持っているように見うけられる。
つまり願かけなども重要視している。スンニー派ムスリムとは大きく異なるところである。 
アレヴィーは偏見を浴び、迫害されているという意識を持つ。「ロウソク消し」「宗教の
教科書」「不道徳なクズルバシュ」「スィヴァス事件」「ガズィオスマンパシャの事件」など
の事件があったことも、それを増幅させている。 
さらに現代のアレヴィー問題として次のものがある。「男女平等などの女性問題」「民主
主義を尊重する」「アタチュルクの位置」「世俗主義、政教分離」「世俗教育の中の宗教の授
業について」「アレヴィーを宗教集団として認めてもらう」「宗務庁の存在」などがある。 
以上アレヴィー・アイデンティティは、多様というより、便宜的な宗教的、社会的、政
治的なカテゴリーでは規定できない現状である。 
 
（第 2章）（第 1節） 
トルコでは現在 4＋4＋4 の義務教育が行なわれている。その中にアレヴィー、むしろ「ア
レヴィー＝ベクタシ」の教育も行なわれている。そこで世俗教育の中の「宗教」に使われ
る教科書について分析した。国民教育省発行の『宗教文化と道徳の知識』は 2010 年以降
使われている教科書ということになるので、これからのアレヴィーの展望が見ることがで
きる可能性がある。 
この教科書では「アレヴィー＝ベクタシュ」と連結させた形で出てくる。例えば、「掲示
と理性」の単元の中の「イスラーム思想におけるタサッウフの解釈」の中に出てくる。項
目としては「アレヴィーリキ＝ベクタシリキの思想・考え方」「ジェム儀礼」「ジェム・エ
ヴィ」「セマーフ」「ムサーヒプリキ」「ギュルベンキ（祈祷文句）」「ムハッレム月とアシュ
レー」などである。 
そこでは、説明の中にスンニー派イスラームの解釈や説明が入り込んでおり、以前説明
されてきた「伝統的アレヴィー」とは異なるものであることが見て取れた。 
トルコにおいては宗教行政関係は宗務庁が管轄している。しかしそれは実質的にはスン
ニー派イスラームであった。トルコのイスラームを考えると、そこにはトルコ＝イスラー
ム統合の考え方がある。つまりトルコ＝イスラーム統合とスンニー派イスラームとが関連
した「イスラーム」の宗教行政が行なわれている。その考え方が義務教育の教科書の中に
も影響を及ぼしていると考えられる。 
 
（第 2章）（第 2節） 
 この節では、まず、アレヴィー組織など活動の拠点となるものが協会（デルネキ）やワ
クフ（財団）であるところから、デルネキとワクフについて見てみる。デルネキの予算は
宗教的なことには使用できないが、ワクフであれば、可能である。アレヴィーを宗教ある
と考えたいアレヴィーの人々は多い。そうするとアレヴィーを宗教として活動したい人々
にとっては、90 年代は活動しにくかったのである。ところが 2001 年に法改正があった。
そこで、組織としての活動の仕方などについて、その状況を協会長に聞き取りした。それ
によると法改正後、活動しやすくなったことが分かった。ただし現政権の公正発展党はア
レヴィー関係のデルネキに資金的な援助していない。それ以前までの政府・政権からの資
金援助が表面には出ないまでも、行なわれていたようである。 
通常は、地域社会においては集落にデルネキをつくり、それらを纏める形でワクフがつ
くられることが多い。都市部ではデルネキとワクフが同じ所であることが見られる。アレ
ヴィーのデルネキをつくる場合に、宗教のみではなく、様々な活動の中の一つであること、
そして協会規約に従った作り方をすればつくることができる可能性ができてきたことが分
かる。 
 
次ぎに観察したジェム儀礼についてみてみたい。 
ジェム儀礼の具体例をビデオで撮影し、そのテープ起こしをし、記述した。この儀礼は
2001 年に実施されたジェム儀礼である。場所はアンカラの郊外ママク地区のフセイン・ガ
ーズィ廟のジェム・エヴィで行なわれた。この時ジェム・エヴィが完成し、その開所式の
ジェム儀礼であり、フセイン・ガーズィ廟の協会が行った。またこの地区が中央アナトリ
アから来た様々な出身地の人々が集まるところである。今回はアンカラ周辺の人々が多か
った。 
 儀礼は、開所式であるがジェムであり、様々な要素を取り入れ、様々な出身地や背景を
持つ人々を考慮に入れながら、実施された。そして都市部でもあるので、どの人にも可能
であるように配慮しながら進めている様子も見られた。伝統的なアレヴィー文化を都市の
中で進めていくとするとこのような可能性があることを示していると考えられる。 
 また儀礼は、デデとザーキル、十二ヒズメト（儀礼の中での役職）などが儀礼を進める
進め方を一つ一つ行なっている様子が見られた。幾つかの儀礼を簡略化して進めており、
ギョルグ・ジェム（教育的なジェム）、ムサーヒプ儀礼（犠牲的兄弟関係を結ぶ儀礼）、ジ
ェムの統一、ケルベラーの悲劇、などの儀礼の一部を実施しようとしていた。 
儀礼の中では、仲よくすること、他人からの負債をなくすこと、儀礼の進め方としてこの
時にはこのようにしなさいなどの説明を行なっていた。（多分にギョルグ・ジェムの要素が
みられる。） 
 この儀礼の中に見られる、アンカラという都市部における儀礼の過程の中にアレヴー的
な意味を見るならば、その中で見られることの一つとして、デデなどへの尊敬や敬意の儀
礼、アレヴィー共同体への加入、結びつきを強化し、統合や一体感などに繋がる儀礼、人
間関係を調整、整序する儀礼などを見ることができた。また儀礼の中で、陶酔し、意識を
失うような状態になる女性もいた。儀礼の中では、神への讃歌を唱えているのであるが、
実質的には、人間関係を調整して人と調和のある関係を結ぼうとしていると解釈できるも
のでもあった。 
アレヴィーの特徴の一つはジェム儀礼にあるとされる。このような儀礼はスンニー派や
シーア派の中にはないものである。しかも、そこでは人々が調和のとれた人間関係を結ぶ
こと、そしてこの儀礼がアレヴィー共同体に入る加入式の要素もあった。別のジェムにな
るのであるが、場合によっては民衆裁判（ハルク・マフケメ）が行われ、その時にデデが
共同体からの追放を判定することもある。逆に追放から戻ってくるジェム儀礼もある。こ
れからすると、ジェム儀礼が共同体秩序の整序や生活互助的な役割を果たすこともあるこ
とが分かる。 
 
（第 3章）アレヴィーに特徴的なことして、種々様々な「願かけ」にそれを見てとること
ができる。もちろん願掛けはアレヴィー以外の人々も行なうことがある。しかし願かけ行
動はアレヴィーに特徴的な行動である。毎年 8 月にはアレヴィーが 5―30万人も集まる中
央アナトリアのハジュベクタシ町において観察すると、おびただしい願かけ行動を見てと
ることができる。 
例えば、木の枝などに布の短冊を結びつけること、岩の中をくぐること、平らな岩をす
べりおりること、石を積み重ねること、石をこすりつけることなどが見られる。これらは
願かけをして、願い事をするのであるが、彼等によると、実現するかどうかは神的なもの
に委ねるのである。神的なものと人間との間には線が引かれている。 
また 20 年近く観察していると、願かけはなかなか消滅することはないであろうことが
明らかになった。ハジュベクタシ町の中でも最も願かけが行なわれる一種の「聖地」のよ
うな所であるチレハネには、特に願かけが行なわれる木があった。とこらが、町長が変わ
ると、その木が切り倒されたのである。（当時町長は、イスラームに親近感をもっていた。）
しかし参集する人々は、木が無くなっても、その後も同じ場所で、願かけ行動は行ないつ
づけ、別な表現方法で、願かけ行動をし続けているのである。これからしても、願かけは、
アナトリア・トルコにおいて、そしてアレヴィーの人々にとって、特徴的な文化的行動で
あるということができる。 
 
（第 4章）イスラームとの関係を見てみると、ハジュベクタシ町の中で、二つのことがあ
った。 
一つは、宗務庁が配布した 2007 年の文書である。モスクの中にはられたこの通達は 12
の禁止事項が書いてある。それはモスクや廟（そして墓）に関連した願かけであった。こ
れらはアダック（願かけ）であるが、大部分が通常のアレヴィーのする行動に関連したこ
とである。これらは宗務庁が禁止するほどに人々が（イスラームの考え方に反して）実践
していることであると言える。12 項目の禁止事項とは、次ぎのものである。「廟や墓への
願かけ」「犠牲獣を切る願かけ」「ロウソクを灯すこと」「布きれを結びつけること」「石や
お金を壁にくっつけること」「廟内を腰をかがめ、ひざまずいて移動すること」「お金を投
げ入れること」「食べ物を置くこと」「柩などに手や顔をこすりつけること」「廟や墓で病気
治しをすること」「廟や墓の周りを回る願かけ」「廟の中で寝泊まりして病気治しをするこ
と」などがある。 
これらの大部分は、これまでの観察からすると、トルコ・アレヴィーに特徴的な行動で
ある。それらに対して、イスラーム行政の側である宗務庁からは禁止の方向がとられ始め
たことが分かる。そこにはバルム・スルタン廟の前にある木にもおびただしい願かけが寄
せられているが、そこに禁止の掲示が出て、監視もついたことがあった。これからしても
願かけに対する禁止の強化、より厳格なイスラームに寄せた掲示ということができる。宗
務庁の方針の背後にイスラームの神学部の影響があり、以前に比べるとより厳格になって
来ているということができる。ここには一般のアレヴィーに対する政府・宗務庁（背後に
イスラーム）の姿勢が読み取れるのである。 
 
（第 5章）イスラームとの関係のもう一つのことはクルバンである。クルバンとは犠牲獣
という意味とそれを切るという意味までをも持つ場合がある。 
イスラームの考え方からすると、犠牲祭に行なわれる犠牲獣を切ることは、イスラーム
の五行にも即した行為であると考えられる。ところがそれをハジュベクタシ町でみる限り、
クルバンはアレヴィーたちにとって特徴的な行動であることが分かった。なぜなら犠牲獣
の販売数を数えてみると、犠牲祭における犠牲獣の販売数よりもはるかに多い販売数が犠
牲祭以外の月に見られたからである。その原因の一つは、アレヴィーたちが集まる記念祭
や集会や行事であるから犠牲獣を購入して犠牲獣を切るのである。しかもアレヴィーの考
え方からすると、それは「願かけ」のために切るのであった。彼らは願かけとして切るが、
ムスリムとしてクルバンのためにと考えることは少ないということが分かる。 
つまりこの町の場合、アレヴィー（アレヴィー＝ベクタシやトルコ・アレヴィーに限ら
ない人々も集まる）ばかりではなく、記念祭や行事の場合にはアレヴィー以外の人々も数
多く集まることがあり、そのような人々からすると願かけとしてクルバンを購入して犠牲
獣を切っていることが分かる。 
 
（第 6章）さらに病気治しという観点からアレヴィー集落を見ると、そこにも幾つかの特
徴が見られた。それをエゲ地方のイズミル市郊外におけるアレヴィー集落を見ると、複数
の医療体系が存在していた。 
この地域における医療体系としても幾つか見られ、医者や病院などによる近代的な西洋
医療による治療（病気治し）もあれば、家の祖父祖母などの知恵者による病気治しもあり、
あるいは近所の知識を持った年長者の治療、民間で伝統的に病気治しの願かけにいって病
気治しをする伝統的治療や、薬草の知識を活用しての病気治しや健康維持もある。これら
を価値観と関係する「治療の順位付け」の視点で見ると、信頼を寄せるであろうと考えら
れる医者や病院の治療に、最初に関わることがなかった。「治療はお金」といった経済的な
理由と、身近な関わりを持たないものであるから、病院に行くときには手遅れであること
が多く、そうするとさらにお金をかけたのに治らないといった、不信の連鎖にはまる。調
査した時期とは二十年近くたっているので、変化しているであろうが、90年代半ばの頃に
は、西洋医療よりも伝統的な医療に信頼を寄せることが多かった。家の中での治療が行な
われており、家庭医薬の知識についても、古代ギリシャ・ローマからの書籍や民間で語り
継がれてきた知識情報が家庭内に蓄積されていた。そして、薬草使用の治療は根強く行な
われてきており、昔からの香料・薬草・砂糖を扱うアクタールやバハラトチュが利用され
ているところからも伝統医療に信頼が置かれていることが分かる。しかし、現在では経済
的な問題の解決と科学に関する教育の充実があるならば、近代的な西洋医療について信頼
回復する余地はあるように考えられる。 
もう一つ指摘できることは、調査をした集落はアレヴィー（実際はタフタジュ）の村で
あった。エスニック集団であるアレヴィーとして、若者たちが新しい動きを作り出せるか
という時期であった。逆に言うと、まだ偏見や被差別の意識が強い時期であったので、ス
ンニー派ムスリムと線が引かれるとするならば、「アレヴィー」としてのまとまりを持つ必
要があった。そのために大都市イズミルの大病院に行く前に、まず自分の家や近所の知識
を持つ人々に関わりを持つようになることは十分に考えられることであろう。 
 
（おわりに）以上、トルコ・アレヴィーの概念が現われ、90 年代にはマスコミにも取り上
げられ、広く知られるようになった。一つの勢力を持ち、政治的に力を持ち始めていった。
しかしアレヴィー概念同様、その中に含まれる集団は複数あり、方向性は多様であった。
その中でも、イスラームにとの関連が顕著に問題となった。イスラームあるいは政府、宗
務庁などとの関係が問題となって現れてきていた。 
ジェム儀礼を見ると共同体の秩序を整序する機会を提供しているようにも見て取れた。
また都市部のアレヴィーを見る限り、幾つかの方向性の中に、「愛」を重視する方向性も見
られた。比較的若者層にその方向性が見られた。都市部においては複数以上の伝統が寄り
集まることから、新しくアレヴィーを再編成、あるいは伝統的なアレヴィーを現代化させ
ることによる変容が見られる可能性が見られる。またアレヴィーに特徴的な願かけがイス
ラームとの間に軋轢を生みつつある。これは今後も、変化していく可能性がある。 
